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トゲノム配列が2003年 12月に決
定したところであり、今後はこの
データを用いてゲノム比較からヒ
トの遺伝子進化の解明を行う研究
が各国で盛んになると思われる。
（参考文献：Science，Vol.302，1876
‐1877）
（味の素譁　都河 龍一郎氏より）
膀 タンパク質の機能を損
なわない含水ゲルが開
発された
　DNAの転写情報などを知るこ
とが出来るDNAマイクロアレイ
チップが、バイオ研究分野の進展
に重要なツールであることは既に
証明済みである。同様に、タンパ
ク質の機能を知り、その知見をバ
イオ研究および産業上で役立てる
には、プロテイン（タンパク質）
アレイチップが有効であると考え
られる。タンパク質が生体に存在
する時と同様な活性や機能を示す
ためには水の存在が不可欠である
が、タンパク質の機能を保持でき
るような高度に含水性（セミウエ
ット状態）の材料がないため、生
体内の状態に近いプロテインアレ
イチップの実現は困難であると考
えられていた。
　九州大学の浜地格教授のグル
ープは、ナノ繊維網目構造をも
子について、ヒトとチンパンジー
において大きな変異率を示したも
のを報告した（Science，vol.302，
1960‐1963，2003）。
　ヒトにおいては聴覚と嗅覚に関
係する遺伝子群に大きな変化が起
こったことがわかった。言語の発
達はヒトの進化に重要な役割を果
たすことが既に知られているが、
聴覚に関係する遺伝子はこれに関
与していると考えられた。また、
嗅覚遺伝子群の変異は、ヒトの生
活環境の変化により嗅覚が退化し
たことを示すものと考えられた。
一方、チンパンジーは骨格の形成
に関係する遺伝子が大きく変化し
ていた。
　そのほか、ヒトについてはタン
パク質の分解酵素に変化が見られ
た。これについてCargill 博士ら
はヒトがチンパンジーから分岐し
て以降、肉食をはじめ種々の蛋白
質を摂取するようになったためで
あると考えている。また、ヒトに
おいて変異を示した遺伝子には、
代謝系を含め数多くの疾病関連遺
伝子があることが見出された。こ
れらの遺伝子は損傷を受けると疾
病に結びつくものであり、今後、
この知見が遺伝病の研究に役立つ
ものと考えられる。
　チンパンジーのゲノムについて
は、国際コンソーシアムのドラフ
膀 ヒトとチンパンジーの
ゲノム比較によるヒト
の遺伝子進化の解明が
始まった
　Celera Diagnostics 社（米国カリ
フォルニア州）のMichele Cargill
博士らはヒトとチンパンジーのゲ
ノムを比較することによって、ヒ
トの進化の歴史の解明を試みて
いる。500 万年前にヒトとチンパ
ンジーが両者の共通祖先から分
岐した時点以降に、両者の遺伝子
に起こった変化を調べるために、
Cargill 博士らは、ヒトのゲノム配
列に存在する全てのエクソン①に
対応するチンパンジーの塩基配列
を解析し、ヒトの塩基配列と並列
比較した。次に、この〈ヒト‐チ
ンパンジー〉配列とマウスの塩基
配列とを比較して、類似性を示し
たマウスの塩基配列の遺伝情報に
より、それらの遺伝子の機能を推
測した。そして、その結果得られ
たヒト、チンパンジーおよびマウ
スで共通している7,600個の遺伝
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ライフサイエンス分野
用語説明
①エクソン
最終的にタンパク質など機能に関
与するものに翻訳される領域。
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環境分野
膀 オゾンホールを巡る最
近の状況
　1980年代初め頃から南極上空の
オゾン全量が、通常９～10月にか
けて著しく少なくなることが観測
されるようになった。こうした成
層圏のオゾン層が破壊されること
によって出現するオゾンホールは、
皮膚がんや白内障の増加の原因と
して深刻な問題となっている。
　こうしたオゾンホールの改善
に向けては各方面で努力が続けら
れているが、このほど米アラバ
マ大と米航空宇宙局の研究グルー
プは、衛星や地上の観測データを
分析し、オゾン層破壊のペースが
1997 年以降急速に鈍化している
ことが確認されたと発表した。こ
れは、オゾンを分解するクロロ
膀  PC はデジタル家電を
取り込むか
　―CES2004 に見る米国PC
　　企業の戦略―
　2004年１月に米国ラスベガスにて
CES2004（Consumer Electronics 
Show）が開かれ、米国PC企業の
トップから今後PCがデジタル家
電を取り込んでいく戦略が打ち出
された。
　デルは、2003年のパソコン世界
シェアを 15％としてHPを抜き１
位となった。強力な直販モデルを
構築し、低価格攻勢を強めている。
昨年 11月には社名もデルコンピ
ュータからデルに変え、薄型テレ
ビへも参入した。PCのみならず
デジタル家電にも低価格攻勢をか
けようとしている。
　マイクロソフトは、PC用映像
再生ソフトであるMedia Player
を普及させてきたが、それを発
展させたAV機器（音響・映像）
制御機能を持つソフト「Media 
Center」を開発しており、PCが
AV機能を持つことができるよ
うになっている。さらに、Media 
Centerを内蔵したPCと接続する
専用ネットワーク端末MCXをデ
ル、HP、サムソン電子等と開発を
進めており、Media Centerとの接
続可能なテレビでは、PCに録画さ
れたコンテンツを見ることができ
るようになる。PCを家庭内での中
心機器に据えようとしている。
　インテルはCES2004 にてパソ
コンは「コンテンツを創造する
ための道具」から「コンテンツを
消費する装置」となるとし、新し
い家庭用 PCのコンセプト EPC
（Entertainment PC）を提唱した。
EPCを使えば、音楽や映画、テレ
ビ番組などを管理したり再生する
ことがリモコン操作で気楽にでき
るとし、複数のAV機器で実現し
ていた機能をPCに統合すること
を目指している。また、デジタル
家電にも各種プロセッサが使用さ
れる時代になっており、デジタル
家電の変革をムーアの法則①で促
進していくと述べている。
　このように米国 PC関連企業
は、PCをテレビやオーディオな
どのデジタル家電と統合させよう
として、各社それぞれのビジネス
モデルの強化に向けたコンセプト
を打ち出し、日本が先導している
デジタル家電市場に構成をかけて
いきている。また、ネットワーク
によってあらゆるものがつながる
時代に突入しており、米国が得意
とする新コンセプト提案型の製品
が次々と出現することが予想され、
日本企業からの新アイデアの提案
が望まれる。最終的には、ユーザ
ーが新製品を受け入れるかは、PC
であれ、デジタル家電であれ、そ
の使い勝手の向上が重要なポイン
トとなることも忘れてはいけない。
情報通信分野
つ含水率の高いゲルを開発した
（Nature materials，Vol.3，2004）。
浜地教授らは、この含水ゲルがペ
プチドおよびタンパクの機能を損
なわずにこれらを包含し、この状
態のままチップ上に固定すること
が可能であることを発見した。こ
の含水ゲルは糖アミノ酸誘導体を
親水部、メチルシクロへキシル環
を疎水部として持つ分子であり、
水中における自己凝集によって形
成される。またこの分子の利点は、
親水部に酵素などのタンパク質を
生体に近い状態で固定し、疎水部
はその活性を測定する部位として
利用できることである。
　今後、この含水ゲルがプロテイ
ンアレイチップのみならず、医薬
品開発や診断技術の開発などに利
用されることが期待される。
（ 参 考 文 献：Nature materials，
Vol 3，７‐８，2004）
（神奈川大学　南 俊輔氏より）
用語説明
①ムーアの法則
　半導体の性能が一定期間で倍増
するという経験則
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膀 径の小さな貴金属ナノ
チューブの合成に成功
　カーボンナノチューブは、発見
以降そのユニークな特性により触
媒、燃料電池、センサー、分離シ
ステム、電子デバイスなどへ応用
可能性が広がっている。これにと
もない、無機においてもナノチュ
ーブの合成が盛んに試みられてお
り、現在までに、窒化ホウ素、硫
化金属、金属酸化物、金属などの
ナノチューブが報告されている。
　貴金属などの金属元素は、触媒
や電極の材料などとして非常に
有用な元素であるが、ナノチュー
ブとしては、無機多孔材料を鋳型
にして合成した内径 10 ～ 100nm
という径の大きなチューブが得
られているのみで、ナノ材料と
してはまだ径が大きいという問
題があった。
　宮崎大学工学部の宮崎剛教授ら
は、内径３～４nm、外径６～７
nmというこれまでの最小径を有
する白金、パラジウムおよび銀の
ナノチューブを合成したと発表し
た（Angew. Chem. Int. Ed.，43，
228（2003））。界面活性剤により
６方晶系の棒状液晶ミセル（会
合体）を作り、これを貴金属ナノ
チューブの鋳型にするという新し
い合成方法で、２種類の異なった
分子サイズの界面活性剤を用いた
ことがポイントである。具体的に
は、60℃で塩化白金酸などの貴金
属の水溶性塩、界面活性剤盧、界
面活性剤盪、水を１：１：1：60
のモル比で混合・攪拌し、15 ～
25℃に冷却して 30分静置後ヒド
ラジンで金属塩を金属に還元す
る。こうして得られた生成物は長
さ 100nm以上のナノチューブの
凝集物で、使用した界面活性剤が
一部残存しているとの事である。
　宮崎教授らの開発した方法は貴
金属のみならず他の物質系への適
用が可能と考えられる。合成され
た貴金属ナノチューブの応用に関
する研究の進展に加え、他の物質
系への展開も期待される。
ナノテク・材料分野
フッ素化炭化水素や、ハロゲン化
合物の使用規制が世界的に行われ
ていることの有効性を示すものと
述べている。さらに、米海洋大気
局の研究グループは、米アラスカ
州やハワイ、南極など 10カ所で、
８年以上続けてきたハロンや臭化
メチルなど臭素関連物質の観測結
果からオゾンホールの減少を確認
した。消火剤に利用されているハ
ロンの濃度は増え続けているもの
の、臭化メチルの濃度が大きく減
っており、これが臭素濃度の減少
に貢献したとみている。
　一方、カルフォルニア工科大学
の研究グループは、将来の燃料電
池が普及した水素エネルギー社会
において、水素が成層圏中のオゾ
ン層を破壊する恐れがあるという
論文を発表した。この研究による
と、化石燃料から水素燃料への転
換が 100％完了した場合、水素の
10～ 20％がパイプラインや貯蔵
施設、処理工場、自動車や発電所
の燃料電池から漏れ出すと見積も
っている。こうして漏れた水素と
自然の水素を合わせ、現在の２～
３倍の水素分子が成層圏に到達し
て酸素と結びついて水になると予
測しており、その結果、下部成層
圏の温度が下がりオゾンの化学反
応が乱れ、やがては北極と南極で、
今より大きくしかも簡単にはふさ
がらないオゾンホールが出現する
と述べている。
　この研究は仮定に基づく予測で
あるが、今後、水素エネルギー社
会に向けた研究開発においては、
二酸化炭素削減という正の側面だ
けでなく、オゾン層への影響とい
った負の側面も予想すべきという
指摘として興味深い。
製造技術分野
膀 自転車タイヤ用の走行時
空気補充装置の実用化
　「ものつくり」力を強化するうえ
で、高付加価値化によるオンリー
ワン製品のコンセプト探しが大き
な課題である。高付加価値技術の
特許化は、中小規模の企業やスタ
ートアップ企業の強化に欠かせな
い要素である。身近な製品のなか
で高付加価値技術が実用化された
最近の例として、自転車用の走行
時空気補充装置が注目されている。
　自転車タイヤのチューブからは
自然に空気が少しずつ漏れており、
半年間放置すると当初の約２/３が
無くなってしまい、空気圧が低下
した状態で自転車に乗ると、ペダ
ルが重くなり、パンクもしやすく
なる。このことは自転車という乗
り物の最大の弱点とされてきた。
　自転車ハブ部品専門の株式会社
中野鉄工所で開発された空気充填
装置「エアーハブ」は、車輪ハブ
軸の回転によって空気をシリンダ
ー内で圧縮しチューブに送り込む
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装置である。自転車を漕ぐことに
より空気がチューブに自動補充さ
れ、これは一種の自己修復機能と
も言える。このほど、この空気補
充装置を搭載した世界初の自転車
がブリジストンサイクル株式会社
によって製品化された。設定空気
圧（約３気圧）を超えた場合には、
余分の空気はシリンダーから外に
放出する安全装置も備えている。
長期間放置しない限りはメインテ
ナンスフリーの自転車である。
　本装置の詳しい構成や内容は、
特許申請中であるため開示されて
いないが、基本的には、前後車輪
のハブ内に独自のカムによる回転
運動（ロータリー方式）で動作す
るエアーポンプを内蔵し、車輪の
回転によりハブ内のエアーポンプ
部が動作して、圧縮空気を専用ホ
ースでつないだエアバルブへ送り
込む。また、タイヤの空気圧が適
正値に至った時点で、余分な空気
はホース途中に設けられた装置か
ら排出される。株式会社中野鉄工
所では、現在、移動量の少ない車
椅子用の装置も開発中である。
　同じような空気圧の低下は自動
車用のタイヤでも見られ、自動車
タイヤ用にもこのようなシステム
の登場が期待される。
